
理科，社会

　火山によって地形の美しさや，温泉が湧
わ
くなどたくさんの恩

おん
恵
けい
を受けています。し

かし，ひとたび噴
ふん
火
か
すると，私たちの生活に被

ひ
害
がい
を及
およ
ぼすことがあります。どのよう

な被害があるのでしょうか。

▶火山災害の特
とく
徴
ちょう

　災害を引き起こす火山現象の特徴について

調べてみましょう。

　火山は，ときとして大きな災害を引き起こします。

　災害の要因となる主な火山現象には，大きな噴
ふん

石
せき

，火
か

砕
さい

流，融
ゆう

雪
せつ

型火山泥
でい

流
りゅう

，溶
よう

岩
がん

流，小さな噴石・火山灰，土石

流，火山ガスなどがあります。特に，大きな噴石，火砕流，融雪型火山泥流は，噴火に伴
ともな

って発生し，避
ひ

難
なん

までの時間的猶
ゆう

予
よ

がほとんどなく，生命に対する危険性が高いため，防災対策上，重要度の高い火山

現象として位置付けられ

ています。そのため，噴

火警報や避難計画を活用

した事前の避難が必要に

なります。

　2014（平成26）年の

御
おん

嶽
たけ

山の噴火では山頂付

近で死者58人，行方不

明者5人（2015年9月現

在）という大きな被害が

ありました。犠
ぎ

牲
せい

者の多

くは，噴石の直
ちょく

撃
げき

による

ものでした。

　火山灰が多く出る噴火では，広い範
はん

囲
い

に影
えい

響
きょう

がありま

す。通常上空1万mくらいまで噴
ふん

煙
えん

が上がりますが，規模

の大きい噴火では5万mにまで届く場合があり，風下に大

量の火山灰を降らせます。火山灰が降り続くと，日中でも

夜のように暗く，積もった灰が道路や鉄道の通行に支障を

きたします。また，農業や酪
らく

農
のう

などにも大きな損害を与
あた

えます。

▶噴火に関する情報収集と安全確保の方法
　気象庁は，噴火に伴う生

命に危険を及ぼす火山現象（大きな噴
石，火砕流，融雪型火山泥流等）の発生や
拡大が予想される場合，「警

けい

戒
かい

が必要な
範囲」を明示し，噴火警報を発表します。
　噴火警戒レベルは，火山活動の状況に
応じた「警戒が必要な範囲」を踏

ふ

まえて，
防災機関や住民等のとるべき行動を5段
階に区分した指標で，噴火警報・噴火予
報として知らせます。地元の火山防災協
議会等での共同研究を経て，噴火警戒レ
ベルに応じた「とるべき防災対応」が市
町村・都道府県の「地域防災計画」に定
められた火山で運用されます。
　実際に噴火した場合には，噴火が発生
したことを知らせる噴火速報，火山灰や
小さな噴石の落下範囲を予想した降灰予
報などを発表します。いざというときの避
難場所と避難経路を確認しておきましょう。
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御
おん

嶽
たけ

山の噴火

調べてみよう調べてみよう

知っておこう知っておこう

　宮城県の活火山の歴史やハザードマップから噴火した場合の影響を調べ，避難方
法を考えてみましょう。

考えてみよう考えてみよう

第
２
章

災
害
に
つ
い
て
知
る

3. 火山災害を学ぶ第2章

火山灰の影響（鹿
か

児
ご

島
しま

市）

火山ガス

火山灰

融雪型火山泥流

噴煙
大きな噴石

火砕流

溶岩流

山崩れ

土石流

日本にある活火山
　日本には110もの活火山（おおむね過去1万年以内に噴火した火山及び現在活発な噴

ふん
気
き
活動のあ

る火山）がありま
す。活動寿

じゅ
命
みょう
の長

い火山にとっては，
数百年間，活動し
ていなくても，1万
年単位の長い目で
見て，警戒する必
要があります。
　この活火山のう
ち，47が常に観
測が必要な常時観
測火山として選定
（2009〔平成21〕
年6月現在）されて
います。

択捉阿登佐岳
散布山
茂世路岳

指臼岳
小田萌山
択捉焼山

ベルタルベ山
爺爺岳
羅臼山
泊山

知床硫黄山
ルルイ岳

羅臼岳

利尻山 アトサヌプリ
天頂山

大雪山
十勝岳

羊蹄山
ニセコ

有珠山
北海道駒ヶ岳

恵山
渡島大島

摩周
雄阿寒岳
雌阿寒岳

丸山
恵庭岳
樽前山
倶多楽

岩木山

恐山
八甲田山
十和田

秋田焼山
秋田駒ヶ岳

鳥海山

八幡平
岩手山
栗駒山

肘折

蔵王山
鳴子

吾妻山
安達太良山
磐梯山

沼沢燧ヶ岳

那須岳
高原山
日光白根山
赤城山
榛名山
浅間山

妙高山
草津白根山

新潟焼山
弥陀ヶ原

焼岳
アカンダナ山

乗鞍岳
白山

御嶽山

伊豆大島
利島
新島

三宅島
八丈島
青ヶ島

神津島
御蔵島

横岳
富士山

　 ： 活火山（110）
（うち　 ：常時観測火山（47））

（参考：気象庁「気象業務はいま」（平成27年6月発行）資料を加工して作成）

箱根山
伊豆東部火山群

ベヨネース列岩
   須美寿島
     伊豆鳥島
      孀婦岩

西之島
 海形海山
  海徳海山
   噴火浅根
    硫黄島
    北福徳堆
     福徳岡ノ場

南日吉海山
　   日光海山

三瓶山
阿武火山群

鶴見岳・伽藍岳
由布岳
九重山霧島山

若尊
桜島

雲仙岳
福江火山群

米丸・住吉池
池田・山川　
開聞岳
薩摩硫黄島
口永良部島
口之島
中之島
諏訪之瀬島

南西諸島 硫黄鳥島

西表島北北東
海底火山

阿蘇山

種別 名
めい

　称
しょう

対象範囲 レベルとキーワード 

予
報 噴火予報 火口内

など

活火山
である
ことに留意

警
報

噴火警報
（火口周辺）

または
火口周辺

警報

火口周辺 火口周辺
規制

火口から
居住地域
近くまで 

入山規制

特
別
警
報

噴火警報
（居住地域）

または
噴火警報

居住地域
及び

それより
火口側

避難準備

避難

レベル1

レベル2

レベル3

レベル4

レベル5

　噴火警戒レベルごとの対象範囲ととるべき防災対応表（出典：気象庁HP）
　※2015（平成27）年12月現在では，宮

みや

城
ぎ

県の活火山において，噴火警戒レベルは運用され
ていません。そのため噴火警報等の発表基準により防災対策を講じています。

（写真提供：WIKIMEDIA COMMONS）

（NNN，読売新聞社，関西大学社会安全学部制作　「〈防災教材〉勇気をもって災害を知り，いのちを守る」を参考に作成）

（写真提供：鹿児島市）


